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天文学で使う用語

私たちが天文や宇宙について語る時、さまざまな用語を使っています。しかし、使

われる用語がバラバラですと何かと不便なため、なるべく共通化しようというのは自然

の流れでしょう。そこで日本では、１００年以上前から用語を統一しようという動きがあ

りました。始まりは１９０８（明治４１）年。東京天文台を中心に日本天文学会が結成さ

れました。その際、特に海外からの論文や情報を利用する場面などで用語の共通化

の必要が痛感され、有志の間で約３００の用語を制定し、会誌で使用しました。

１９２０年代に入ると、プロの天文学者だけでなくアマチュアの層も厚くなってきま

す。すると、学者やグループなどによって使う用語が異なる場合が顕著になってきま

した。有名な「惑星」か「遊星」か、という話はその一例です。この問題に対し、京都帝

国大学教授の山本一清は、１９３４（昭和９）年から主宰する東亜天文協会（現東亜

天文学会）の会誌『天界』上で「天文用語に関する私見」と題した原稿を不定期に連

載し、天文用語について意見を述べていました。これを機に、山本に刺激を受けたア

マチュアたちも使用する用語に対して大きな興味を示すようになるのです。

アマチュア天文家による天文用語制定の動き

中でもユニークなのは、大阪に拠点を置くアマ

チュア天文団体「天文研究会」で、天文用語に興

味を持つだけでなく、何と自ら検討・制定しようと

試みたのです。１９３６（昭和１１）年９月発行され

た天文研究会の会誌『Ｔｈｅ Ｍｉｌｋｙ Ｗａｙ』第１６

号の巻頭言は、「大阪天文研究会選定 天文学
ご い

術語彙」と題された記事（写真１）で、以下のよう

に会で独自の天文学術用語を選定し、誌上で連

載する宣言をしています。

「我が天文学に限らずあらゆる学問に於いて、

その学術語の統一は邦家学術振興上の見地より
ゆる

見て一日も忽がせにできない問題であります。

（中略）我が天文学界に於いても権威者を網羅し

たる調査会に於いて統一を見る日の一日も早か

らん事を吾人は望んで居るのであります。斯かる

日まで本会に於いては暫定的に天文学術語を本

紙に連載する如く制定する次第であります。」

天文の話題
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続けて、８８星座とアルゴ座を加えた合計８９の星座名について、それぞれ学名、

学名物主格、日本語の星座名を列挙し、さらに、ギリシア文字のアルファベットの文

字と発音（カタカナと英文字）も挙げています。

この「天文研究会」は、発行直後に東亜天文協会の大阪支部になったため、続編

が掲載されることはありませんでした。しかし、その活動は引き継がれ、１９３８（昭和

１３）年６月、東亜天文協会大阪支部編集として、『星座名対照表』（銀河叢書第一

輯）が発行されています。

学術研究会議による用語統一の動き

そのような中、１９４１（昭和１６）年

２月には、国の学術研究会議に天文

学術語委員会が設けられます。それ

に先立つ１９４０（昭和１５）年には、

帝国学士院において「天文学術語統

一に関する委員会設置準備委員

会」が組織され、１９４１年１月２５日

付で、アマチュアを含めた関係団体

に対して、用語統一の参照のために

星座名８９、天文用語３２９を英語で

記した表を送付し、それぞれの団体

が使用している用語を記入し報告す

るよう要請しています。つまり、用語

の共通化にあたっては、プロの天文

学者だけでなく、アマチュアが使っていた用語についても一定の配慮をしていたので

す。これは、当時のアマチュア天文家の層が厚かったことを物語っていると言えます。

そして、委員会では１０回の審議を重ね、その成果として８９の星座名（アルゴ座を

含む）と、５０５の用語が掲載された『天文術語集』が１９４４（昭和１９）年１月に発行

されたのです（写真２）。

その後、戦後には文部省（当時）が学術用語の制定を開始し、１９７４（昭和４９）

年に『学術用語集 天文学編』を刊行していますが、残念ながら１９９４（平成６）年

発行の改訂版が最新という状態で、現時点では新しい動きもありません。そこで、日

本天文学会がインターネット上で「天文学辞典」を公開し、用語については標準的に

使われるものを選んでいますが、統一を目的としたものではありません。今後、また標

準的な用語に関する議論が出てくるかもしれません。

嘉数 次人（科学館学芸員）
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